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《 巻 頭 言 》

校長 渡 部 克 宏

某会社で、数名の役員の中から、ある業務を担当する人を選ぶことになり、社長自らが面接を

行いました。社長は、面接の最後に、「身の周りで、自分より優秀だと思う人をあげてくれ」と

訊ねました。一人二人しかあげない人もいました。逆に多くの人の名前を出した人もいました。

面接が終わった後、社長は一緒に面接をしていた傍らの人間にこう言ったそうです。「身の回り

で、自分より優秀な人間を挙げてみよ、と言われて、挙げることの出来た人数が、その人間の器

の大きさだよ。」

「自分より優秀な人間」を「自分より授業がうまい人間」と置き換えてみたらどうなるでしょ

うか。

かつての自分を振り返ってみたとき、ずいぶん生意気でした。とくに１０年研の頃は意気盛ん

で、授業も含めて、仕事についてはすべて自分でコントロールできているという感覚がありまし

た。当時は、わかりやすく上手に説明すること、定着させること（＝点数をとらせること）、進

度を達成すること、ができていればそれで十分と思っていました。ずいぶん小さい器でした。

それが一変したのは総合教育センターへの転勤でした。センターには小中学校の先生方も沢山

いました。高校以外の授業を見る機会も頻繁にありました。県内外のあちこちに、いわゆる「授

業名人」と呼ばれる人たちがいることも初めて知りました。小中学校では、高校では考えられな

いくらい授業に関する研修の機会があり、若い先生たちの授業力を鍛えるシステムが整っていた

こと、ベテランにも若手を指導する力を高める仕組みがあることに驚きました。

指導主事として一番最初に担当した研修講座は、なんと「小学校の複式指導」でした。小学校

の免許もない、一度も教えたことがない、と泣き言を言う暇もなく、必死に勉強することになっ

たのです。タイミングよく、五城目町の杉沢小学校（今はありません）で複式指導の全国大会が

あるというので見に行きました。知恵を絞り工夫をこらした指導、極限まで無駄を省いた動き、

生徒一人一人をほぼ完璧に把握しての展開、一言で言って、脱帽、感服でした。「ワタリ」とか

「ズラシ」とか、私には神業としか思えませんでした。

授業づくり、という点では、小中学校は高校よりもかなり進んでいます。うまい授業をする人

は高校よりはずっと多いのです。と言えば、きっと、それは小中学校だからできることだ、内容

が難しく複雑になり、しかも量も膨大になる高校では無理だ、という反論が聞こえてきそうです。

高校では教え方も大事だが、知識の専門性を高め、難解なことをわかりやすく効率よく説明でき

ることが大事だ、という理屈です。そのとおりです。しかし、痛いところを突かれていると感じ

る高校の先生が沢山いることも間違いないと思います。

高校が重視してきた、専門性を高める指導を否定しているわけではありません。それにプラス

して、指導方法や授業展開を工夫し、よりよい授業作りを進めることもできるのではないか、と

いうことなのです。小中学校だからと言って全員が素晴らしい授業をするとは限りません。逆に、

高校の先生にも、小中学校でやれるのではないかと思うぐらい、授業が上手な人もいます。そし

て、指導のうまさと、小難しい高校の先生方をうならせるような専門性の高さを両立させた素晴

らしい授業をやれるのは、高校の先生以外にはいないと思います。

先生方には、学校の内外を問わず、校種を問わず、どんどん人の授業を見てほしいと思ってい

ます。研究授業よりもむしろ、授業がうまいと評判の先生の授業を見て刺激を受けてほしいと思

っています。

最後に、自戒も込めて、五代目古今亭志ん生の言葉で締めます。

「他人の芸を見て、あいつは下手だなと思ったら、そいつは自分と同じくらい。同じくらいだな

と思ったら、かなり上。うまいなあと感じたら、とてつもなく先へ行っているもんだ。」
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